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From V-station



大学のボランティアセンターが
地域とつながる実践を展開してゆくと
何が変わるのか

―10年間の歩みを振り返る―

V-stationのこれまでを紹介する公開講座を行いました！

府大にボランティアセンターが設置されてから10年が経過しました。
この10年の間に、連携するパートナーは行政だけでなく、
地域のNPOや商店会、自治会、小学校、ボランティア団体、
そして時には、堺市を飛び出して他市、他府県へと広がりをみせてきました。
そこで今回の公開講座では、学生スタッフやボランティアコーディネーターの
発表を通して、V-stationのこれまでを振り返るとともに、
様々な連携先をお呼びして、V-stationとのこれまでの連携活動についてや
それらによりどのような変化があったのかを皆さまからご紹介いただきました。

そして、その後のパネルディスカッションでは、
「ボランティア」という言葉が持つイメージや
「今後のV-stationに何を期待するか」などについて意見交換を図り、
V-stationそしてボランティアの

「いままで」と「これから」を皆さんと考える素敵な機会となりました。

私たちV-stationもいままでの経験を活かしながら、
これからも常に新人の気持ちで様々なことに取り組み、

さらなる地域の可能性を、皆さんと一緒に広げていきたいと思っています。
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大変多くの方にお越しいただきました！
ありがとうございました！


